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【法句】 201 】ゆっくりとあるくようになり　道ばたの石ころも　光っているのをしり（榎本栄一）

専
徳
寺
納
骨
堂
受
付
中

検 索

御
　
案
　
内

雨

安

居
︵
仏
婦
法
座
︶

日
　
時

ご
講
師

本
願
寺
派
布
教
使

　
　
　
加
藤

信
行

師
（
鹿
児
島
）

6
月
　
日（
水
）

25

昼
　
時
半
〜
　
時
半

　
　

◆
朝
座
な
し
◆

　

新
緑
の
季
節
、
仏
婦
役
員
が
主
催
す
る
年
に
一
度
の
法
座
が

開
か
れ
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
参
詣
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

河
本
多
喜
子

●
参
拝
セ
ッ
ト

①
お
念
珠
、 

②
聖
典
、 

③
式
章
、 
④
聴
聞
カ
ー
ド
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

　

梯
和
上
は
先
月
の
７
日
、
89
歳
に
て
往
生
の

素
懐
を
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

生
前
は
宗
学
院
等
に
て
種
々
の
ご
教
導
を
賜

り
ま
し
た
。
合
掌
（
住
職
）

13

15

　

年
を
取
る
と
、
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
て
き
ま
す
。
仏
法

を
聞
い
て
も
す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
っ
て
、
聞
い
て
い
る
と
き

は
な
る
ほ
ど
と
納
得
し
て
い
た
の
に
、
後
で
思
い
出
そ
う
と

し
て
も
思
い
出
せ
な
い
と
い
う
よ
う
な
わ
び
し
い
状
態
に

な
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
悩
み
を
蓮
如
上
人
に
訴
え
た
人
が
い
ま
し
た
。

「
私
の
心
は
、
ま
る
で
籠
に
水
を
入
れ
る
よ
う
に
、
い
く
ら

お
み
の
り
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
も
、
す
ぐ
に
忘
れ
て
し

ま
っ
て
法
悦
ま
で
も
消
え
て
、
聞
か
ぬ
前
の
状
態
に
な
っ
て

し
ま
う
の
が
情
け
の
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
悲
し
む
門
徒
に
、

上
人
は
「
そ
の
籠
を
水
に
つ
け
よ
、
我
が
身
を
ば
法
に
ひ
て

て
お
く
べ
し
」
と
い
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

仏
法
に
つ
い
て
の
知
識
を
蓄
え
よ
う
と
ば
か
り
努
め
る
の

は
、
学
習
で
は
あ
っ
て
も
、
ま
こ
と
の
聞
法
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
肝
心
の
こ
と
を
聞
き
落
と
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
私
が

老
耄
し
て
、
た
と
え
如
来
さ
ま
を
忘
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
こ

と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
私
を
決
し
て
忘
れ
て
く
だ
さ
ら
ぬ

阿
弥
陀
如
来
さ
ま
の
ま
し
ま
す
こ
と
を
聞
い
て
い
な
い
か
ら

で
す
。

　

如
来
の
救
い
を
記
憶
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
如
来
を
自

分
の
心
の
中
に
取
り
込
も
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
目

の
粗
い
籠
に
水
を
た
め
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で

す
。
ま
こ
と
の
聞
法
は
、
そ
の
籠
を
水
に
つ
け
て
お
く
よ
う

に
、
自
分
が
如
来
の
大
悲
に
包
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
聞
い
て

喜
び
、
如
来
の
大
悲
に
わ
が
身
を
任
せ
る
こ
と
な
の
で
す
。

忘
れ
る
こ
と
を
悲
し
む
よ
り
も
、
ま
た
聞
く
こ
と
を
楽
し
む

の
で
す
。
今
年
も
楽
し
く
法
縁
に
遇
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
ょ
う
。　

（
『
大
乗
』
2
0
0
2
年　

1
月
号
よ
り
）　

如
来
・
人
・
言
葉
　
98

勧
学
　
梯
　
實
圓

か
け
は
し
　
じ
つ
え
ん

そ
の
籠
を
水
に
つ
け
よ



こ
う
し
ん

こ
う
じ
ゅ
ん

で
ん
と
う
ほ
う
こ
く
ほ
う
よ
う

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
〔
入
仏
式
〕

◆
４
月
23
日　

 

　
　
　
　
　
　

青
木　
　

豊
嶋　
　

誠
様

◆
４
月
27
日 

　
　
　
　
　
　

通
津　
　

村
重　

洋
子
様

　

お
給
仕
の
慶
び
一
入
に
存
じ
ま
す
。
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4
月
22
日
御
往
生

　
　
　
　
　

藤
生　

藤
重　

益
夫
様
（
90
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喪
主　
　

藤
重
ヤ
エ
子
様

4
月
27
日
御
往
生

　
　
　
　
　

尾
津　

村
岡
ユ
リ
コ
様
（
91
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喪
主　
　

村
岡　

福
夫
様

5
月
1
日
御
往
生

　
　
　
　
　

南
町　

河
田　

政
人
様
（
92
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喪
主　
　

河
田
美
代
子
様

5
月
2
日
御
往
生

　
　
　
　
　

黒
磯　

岸
本
キ
ミ
子
様
（
89
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喪
主　
　

岸
本　

満
宏
様

5
月
4
日
御
往
生

　
　
　
　
　

中
町　

朝
本
チ
ヨ
コ
様
（
94
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喪
主　
　

朝
本　

利
行
様

5
月
24
日
御
往
生

　
　
　
　
　

保
津　

秋
山　

道
子
様
（
86
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喪
主　
　

秋
山　

文
夫
様

6
月
2
日
御
往
生

　
　
　
　
　

玖
珂　

藤
田　

健
二
様
（
86
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喪
主　
　

藤
田　

孝
子
様

つ
い
た
ち
礼
拝（
月
の
は
じ
め
は
礼
拝
日
）　

７
月
1
日
㈫
／
８
月
1
日
㈮　

午
前
９
時
よ
り
45
分
間

ご
恩
を
偲
び
ま
し
た
〔
法
事
勤
修
〕4
／
18
〜
6
／
8

【
通
津
】
岡
林
チ
エ
子
様
100
、岸
村
進
様
７
、中
本
絹
代
様
３
、

岩
瀬
寛
治
様
１
・
17
・
25
、
木
村
康
弘
様
13
・
50
、
舘
澤
安

衣
様
３
、
松
川
千
代
子
様
３
、
村
本
美
代
乃
様
７
、
田
中
稔

様
25
、
藤
井
貴
美
枝
様
13
、【
保
津
】
伊
藤
暢
様
３
、
石
原

京
子
様
３
、【
青
木
】
尾
上
修
様
１
、倉
重
孝
子
様
１
、【
黒
磯
】

尾
下
忠
道
様
25
、
村
岡
幹
郎
様
17
、
白
木
栄
様
１
、【
藤
生
】

松
重
吉
英
様
３
・
３
、
西
里
伸
男
様
７
、【
海
土
路
】
古
江

益
嵩
様
３
、
松
宮
栄
昭
様
100
、【
南
岩
国
】
猪
鹿
月
寿
美
江

様
７
、
楊
井
志
津
男
様
３
、【
由
宇
】
浜
崎
真
優
美
様
７
、【
市

内
】
留
島
ま
ち
子
様
３
、
森
重
梅
乃
様
17
、【
県
外
】
西
岡

佐
富
様
３
、
佐
々
江
須
賀
子
様
１

期
　
間　

7
月
28
日
㈪
〜
８
月
1
日
㈮

日
　
時　

朝
８
時
半
〜
11
時

対
　
象　

小
学
生

持
ち
物　

夏
休
み
の
宿
題
、
念
珠
、
水
筒
、
雑
巾

場
　
所　

専
徳
寺

※
参
加
で
き
る
日
だ
け
で
構
い
ま
せ
ん
。

①
夏
の
寺
子
屋
　
〜
宿
題
を
や
ろ
う
〜

日
　
時　

８
月
6
日
㈬
15
時
〜
7
日
㈭
10
時

対
　
象　

小
学
生
（
一
人
で
泊
ま
れ
る
子
）

参
加
費　

千
円

場
　
所　

専
徳
寺

※
参
加
ご
希
望
の
方
は
電
話（
38
ー
1
1
2
4
）で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。そ
の
際
、
参
加
す
る
子
の
①
名
前
、②
学
年
、③
住

所
、④
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。後
日
持
ち
物
な

ど
、詳
細
を
お
伝
え
し
ま
す
。

②
一
泊
合
宿
　
〜
お
寺
に
泊
ま
ろ
う
〜

期
　
間　

7
月
28
日
㈪
〜
８
月
1
日
㈮

①
夏
の
寺
子
屋
　
〜
宿
題
を
や
ろ
う
〜

法
要
余
香
（
宗
祖
降
誕
会
5
月
8
・
9
日
）

御
講
師
：
紫
藤
常
昭
師
、
参
詣
者
：
初
日
＝
昼
76
人
、
夜
23

人
。
二
日
目
＝
昼
87
人
。
お
鉢
米
＝
廣
田
尚
敏
・
中
崎
清

人
、
森
上
芳
江
、
棚
田
武
人
、
お
供
物
＝
河
村
ア
サ
子
、
藤

井
則
枝
。

　

法
要
総
代
様
、
仏
婦
理
事
様
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
報
告
し
ま
す

◆
岩
国
組
仏
婦
総
会
【
日
時
】
5
月
13
日
【
会
所
】
西
福
寺

【
講
師
】
外
松
太
恵
子
【
講
題
】
今
を
生
き
る
〜
あ
な
た
が

い
て
私
が
い
る
【
参
加
者
】
河
本
多
喜
子
、
北
本
時
枝
、
深

井
絹
代
、
村
岡
房
江
、
木
村
裕
見
子
、
前
坊
守

　

6
月
6
日
、
本
山
の
西
本
願
寺
に
て
法
統
継
承
式
が
行

わ
れ
、
大
谷
光
真
前
門
主（
68
）の
長
男
光
淳
様（
36
）が
第

25
代
門
主
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
ご
門
主
は
宗
祖
親
鸞
聖

人
の
血
を
引
く
大
谷
家
が
代
々
受
け
継
が
れ
、
ご
門
主
の

交
代
は
昭
和
52
年
以
来
、
37
年
ぶ
り
で
し
た
。

　

今
後
、
法
灯
が
新
し
い
門
主
へ
伝
え
ら
れ
た
こ
と
を
、

仏
祖
の
前
に
奉
告
す
る
法
要
「
伝
灯
奉
告
法
要
」
が
修
行

さ
れ
ま
す
。
そ
の
折
に
は
皆
さ
ん
で
参
拝
い
た
し
た
く
存

じ
ま
す
。

第
二
十
五
代
　
専
如
門
主
　
大
谷
光
淳
様
　
略
年
譜

一
九
七
七（
昭
和
52
）年
　
ご
誕
生

一
九
九
二（
平
成
4
）年
　
お
得
度
（
新
門
と
な
ら
れ
る
）

一
九
九
三（
平
成
5
）年
　
大
谷
光
淳
新
門
様
立
嗣
奉
告
法
要

二
〇
〇
三（
平
成
15
）年
　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
仏
教
青
年
連
盟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
裁
ご
就
任

二
〇
〇
八（
平
成
20
）年
　
築
地
本
願
寺
副
住
職
ご
就
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
首
都
圏
を
は
じ
め
広
く
各
地
を
訪
ね
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
門
の
事
情
へ
の
理
解
を
深
め
ら
れ
る

二
〇
一
〇（
平
成
22
）年
　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
特
別
顧
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
就
任

　
法
政
大
学
法
学
部
卒
業
、
龍
谷
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
、

同
博
士
課
程
単
位
取
得
。

　
中
央
仏
教
学
院
、
東
京
仏
教
学
院
、
龍
谷
大
学
大
学
院
実
践
真

宗
学
研
究
科
や
R
E
C
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
で
講
師
を
歴
任

さ
れ
る
。

法統継承式

み
ほ
と
け
に
い
だ
か
れ
て
〔
葬
儀
勤
修
〕
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